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MAP2K7; JNKK2; MEK7; MKK7; PRKMK7; SKK4; Dual specificity mitogen-activated protein
kinase kinase 7; MAP kinase kinase 7; MAPKK 7; JNK-activating kinase 2; MAPK/ERK kinase 7;
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	製品名: MEK-7（リン酸化Ser271）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab05012
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼキナーゼファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼです。このキナーゼはMAPK8/JNK1およびMAPK9/JNK2を特異的に活性化し、MAP3K1/MEKK1、MAP3K2/MEKK2、MAP3K3/MEKK5、MAP4K2/GCKなどのMAPキナーゼキナーゼによってリン酸化・活性化されます。このキナーゼは、炎症性サイトカインや環境ストレスに対する細胞応答を媒介するシグナル伝達に関与しています。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2014年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,酵素調節：MAP3K1/MEKK1、MAP3K3/MEKK3、MAP3K11/MLK3、MAP3K12/DLKなどの特定のMAPキナーゼキナーゼによるリン酸化によって活性化されます。,機能：ストレス活性化、JUNキナーゼMAPK8/JNK1、MAPK9/JNK2、MAPK10/JNK3を活性化する二重特異性キナーゼ。,PTM：Ser/Thrのリン酸化によって活性化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MAPキナーゼキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,組織特異性：普遍的。骨格筋で最も高い発現レベルを示す。アイソフォーム3は、胎盤、胎児肝臓、骨格筋に低レベルで存在する。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ErbB_HER;Toll_Like;T_Cell_Receptor;Fc epsilon RI;神経栄養因子;GnRH;
	画像データ
	

	MAP2K7（リン酸化Ser271）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	MAP2K7（リン酸化Ser271）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	インスリン0.01U/mlを15分間処理したNIH/3T3細胞とEGF 200ng/mlを30分間処理したNIH/3T3細胞のライセートをMAP2K7（リン酸化Ser271）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化MEK-7（S271）ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

